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A Study on the Authenticity and Traditional 
Method in Folk Entertainment
An Interpretation of the Folklorism of “Owara Kaze no Bon”
This paper makes explicit the authenticity and functions for maintaining 
the traditions of one traditional folk entertainment group. The folk entertainment is 
“Owara Kaze no Bon” of Yatsuo Town, Toyama Prefecture.
Folk entertainment has been very successful as a tourist attraction. The tradi-
tions are carried on by a preservation society organization in the town. The problem 
for the preservation society is that it is short of successors, but it works hard to 
conduct activities that are rooted in the people of Yatsuo Town themselves. On the 
other hand, there is another group, which split off from the preservation society due 
to opposition to changes in the traditions. This group calls its own traditions “an 
original model.” They claim authenticity by refining the performance. Importance is 
placed on hin (quality of performance) in the skill examinations, and this acts as the 
function for maintaining the quality of performances. The group consists of people 
from all over Japan who are not from one locality, as are the preservation society. 
However, they are accepted as a preservation society by residents living in Yatsuo 
Town and by tourists. It is necessary to carry out research on folk entertainment by 















































り、毎年 9 月 1 ～ 3 日に開催され、この期間に 20 万人以上の観光客が訪れるといわれる。2012


























表す場合は「おわら踊り」と表記する。本文中で特に断りがない場合、著者が 2012 年 8 月 31 日































員会編 2005: 35］。1928 年には、それまでの卑猥な表現が含まれていたおわらの歌詞を変え、さ
らに 1929 年には、東京三越で行われた富山県特産展への出場を期に、舞踊家である若柳吉三郎
（1891-1940）に踊りの振り付けを依頼した。こうして新たに創作された歌詞が「新作おわら」で、


































まず、「前夜祭」について述べる。前述のとおり、おわら風の盆の行事日程は 9 月 1～3 日の 3
日間であるが、3 日目は町の人達が楽しむために設けられた日であったという。しかし、その 3
日目にも観光客が集中してきたため、前夜祭が行われるようになった［竹内編 2009: 97-98］。こ















































































































































































































































































































である」［長尾洋子 2009: 4］とあり、1913 年以前には踊りが付随していなかったことが指摘さ
れている。
（3） 観光庁 http://www.mlit.go.jp/kankocho/about/index.html 参照（2013 年 6 月 9 日最終閲覧）。
（4） 富山県庁 http://www.pref.toyama.jp/sections/1103/reiki_int/reiki_honbun/ai00113061.html 参照（2013
年 6 月 9 日最終閲覧）。
（5） 越中八尾観光協会 twitter ページ https://twitter.com/e820kk、越中八尾観光協会 Facebook ページ
http://www.facebook.com/pages/%E8%B6%8A%E4%B8%AD%E5%85%AB%E5%B0%BE%E8%A
6%B3%E5%85%89%E5%8D%94%E4%BC%9A/383035008399676、越中八尾観光協会 http://www.
yatsuo.net/kankou/ 参照（2013 年 6 月 9 日最終閲覧）。
（6） おわら道場 http://www.owarahozonkai.jp/index.html 内参照（2013 年 10 月 11 日最終閲覧）。
（7） おわら道場 http://www.owarahozonkai.jp/index.html 内参照（2013 年 10 月 11 日最終閲覧）。
（8） http://www.city.toyama.toyama.jp/kikakukanribu/johotokeika/tokei/zinkosuii/toyamashijinkodotai.html 内
掲載データを参考にした（2012 年 9 月 14 日最終閲覧）。現在は削除されている。
（9） おわら道場 http://www.owara-dojyo.com/ 内、おわら道場の歴史参照（2013 年 6 月 9 日最終閲覧）。
（10） おわら道場 http://www.owara-dojyo.com/ 内、庵コメント参照（2013 年 6 月 9 日最終閲覧）。
（11） おわら道場 http://www.owara-dojyo.com/ 内、庵コメント参照（2013 年 6 月 9 日最終閲覧）。
（12） 講堂内でインタビューを行った道場のメンバーである中年男性によると 1992 年から行っている
という話であったが、おわら道場の HP によると 1994 年から行っている、とある。http://www.
owara-dojyo.com/ 内、道場の歴史を参照（2013 年 6 月 9 日最終閲覧）。
（13） 橋本は、「「地域」は必ずしも個々の民俗社会にかぎらない。「地域」は対象の持つ性格にそくし
ながら、あくまでも可変的に設定されて然るべきなのである」［橋本 2006: 218］と述べている。
これは民俗芸能について説明するときに、前提として「地域」というものが存在していると考
えがちになっている状況に対する指摘である。しかし、実際は本論文中でもあるように、「地域」
とは伝承する人々が存在して初めて前景化されるといえる。よって、本論文では、「地域」とは、
「伝承している人々が存在している場」という程度に定義しておく。
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